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さらなる防災力の
向上をめざす！
さらなる防災力の
向上をめざす！

平成30（2018）年



【地域で行われる訓練の様子】　　初期消火訓練　　心臓マッサージ
　 バケツリレー　　担架作成訓練　　放水訓練

各
地
域
で
行
わ
れ
る
自
主
訓
練

そ
の
１
秒
が
命
を
救
う

　
発
災
直
後
は
、
交
通
網
・
通
信
回
線

の
混
乱
や
同
時
に
複
数
地
域
で
発
生
す

る
火
災
な
ど
に
よ
り
、
行
政
、
消
防
、

警
察
な
ど
の
救
援
が
ス
ム
ー
ズ
に
到
着

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
素
早
い
対
応

を
行
う
た
め
に
は
、
地
域
の
連
携
が
必

須
に
な
り
ま
す
。

　
実
際
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
方
の
大
多
数

を
救
っ
た
の
は
地
域
の
方
の
助
け
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
ご
と
の
特
徴
（
古
い
家

屋
が
多
い
、
避
難
経
路
が
狭
い
等
）
が

異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合

わ
せ
た
災
害
対
策
を
行
う
こ
と
は
と
て

も
有
効
で
す
。

　
も
は
や
他
人
事
で
は
な
い
「
い
ざ
」

に
備
え
る
た
め
に
、
地
域
の
連
携
を
強

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
の
連
携
が
、
地
域
を
守
る

　
６
月
18
日
、
午
前
７
時
58
分
、
大
阪
府
北
部
に
お
い
て
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
を

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
地
震
を
わ
が
ご
と
と
し
て
受
け
止
め
、
本
市
で
も
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

皆

さ
ん
も
普
段
生
活
す
る
地
域
の
中
で
、
災
害
へ
の
備
え
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
　
問
合
先
　
危
機
管
理
課
☎（
275
）６
２
４
７

１．基調講演 ２．パネルディスカッション
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大
阪
府
北
部
の

地
震
に
お
け
る

本
市
の
取
り
組
み

1

　
市
内
で
は
、
地
域
住
民
の
有
志
で
結

成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
等
の
主
導
に

よ
り
、
地
域
ご
と
に
自
主
的
な
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
１
度
の
訓
練
に
約

３
０
０
人
が
集
ま
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

訓
練
に
参
加
す
る
方
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
実
際
の
災
害
に
近
い
状
況
で

の
訓
練
が
可
能
に
な
り
、「
い
ざ
」
に
対

す
る
防
災
力
は
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
、
将
来
予
想
さ
れ
る
災
害
か
ら
命

を
守
る
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

防 災 シ ン ポ ジ ウ ム

災害に強いまちづくり

「大阪府北部の地震に見る都市型災害の実態」 「高石市で都市型災害に備えるために」

室﨑  益輝  氏

高石市長

阪口  伸六

　大阪府北部の地震では、水道ガス等の寸断、ブロッ
ク塀等の建築物の倒壊、家屋被害、要支援者の避難
誘導、交通網のマヒによる帰宅困難者など、都市部
における災害で多くの課題がクローズアップされま
した。これは本市でも予想されるものです。
　日本災害復興学会会長、地域安全学会監事などを
歴任した室﨑氏をお招きし、いざ災害が起こった時
に、私たちにとって必要となる備えと行動について
講演いただきます。

【コーディネーター】

【パネリスト】

アプラ大ホール
13：30～15：30（開場 13：00）8月9日 木

Thu.

市民と行政ぐるみで取り組む

　今後起こり得る上町断層帯地震や南海トラフ巨大地震などに備えて、大阪府北部で起
こった地震の事例を踏まえ、「今なにが必要か？」を再確認するためのシンポジウムです。

■
市
内
公
共
施
設
の
点
検

　
市
で
は
、
学
校
を
始
め
と
す
る
全
て
の
市

有
施
設
に
つ
い
て
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
被

害
状
況
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
地
震
に
よ
り
他
市
で
発
生

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
を
受
け
て
、
本
市

で
も
市
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
対
策

が
必
要
な
箇
所
を
抽
出
す
る
た
め
に
一
斉
点

検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
策
が
必
要
と
判

断
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
対
処
し

て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
主
に
児
童
・
生
徒
が
通
学
に
使

う
道
路
に
つ
い
て
も
、
各
学
校
と
市
で
協
力

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
等

　
大
阪
市
、
箕
面
市
、
高
槻
市
に
本
市
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。
断
水
地
域
で
は
応
急
給

水
、
被
災
家
屋
に
対
し
て
は
、
応
急
危
険
度

判
定
や
住
家
被
害
認
定
調
査
〜
り
災
証
明
発

行
等
に
従
事
し
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
に
向

け
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大阪府北部で起こった地震の被災市町にご支援を！

義援金の募集のお知らせ
皆さんの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

金融機関　りそな銀行
支店名　　大阪公務部
店番号　　053
口座番号　（普通）1832206
口座名義　平成 30年大阪北部地震義援金

（ﾍｲｾｲｻﾝｼﾞｭｳﾈﾝｵｵｻｶﾎｸﾌﾞｼﾞｼﾝｷﾞｴﾝｷﾝ）

以下の金融機関において口座振込により受付いたします。

詳しくは、大阪府ホームページをご覧ください。
http://www.pref.osaka.lg.jp/fukushisomu/gienkin/in
dex.html

※内容は一部変更になる場合があります。

【本市職員がり災証明発行に向けた住家被害
 認定調査に従事する様子】

兵庫県立大学大学院
減災復興政策研究科 科長

室﨑  益輝  氏

高石市防災危機管理アドバイザー

神戸大学名誉教授

沖村  孝  氏

高石市防災危機管理アドバイザー

　大
阪
府
北
部
の
地
震
に
対
し
て
、
本
市
に

お
い
て
も
、
市
内
公
共
施
設
の
点
検
や
被
災

地
へ
の
職
員
派
遣
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
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　財政状況の公表は、地方自治法第243
条の３第１項並びに「財政状況」の作成及
び公表に関する条例に基づき、市の財政
について十分なご理解をいただくととも
に、市の財政運営に対して、より一層の
ご協力をお願いするために毎年２回定期
的に公表しているものです。
　今月号では、平成29年４月１日から
平成30年３月31日までの市の財政状況
についてお知らせします。
※数字はすべて平成30年３月31日現在
　のものです。

▶市税収入の内訳

▶市税収入の構成グラフ

貸借対照表

※消費税抜

減価償却累計額
△4,835,136

合　計 合　計

3,964,280

3,471,070

6,048,1086,048,108

固定資産

2,083,828
流動資産

資本

898,899
繰延収益
1,344,423
固定負債
333,716

流動負債
資　産 負債・資本

（千円）損益計算書 （千円）

合　計 合　計

1,176,8671,114,623

20,412
60

1,255,175 1,255,175
※消費税抜

営業費用

営業外費用

特別損失

120,080
当年度純利益

78,308
営業外収益

営業収益

費　用 収　益
会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 8,910,211 6,922,179 8,243,728

（千円）

公共下水道事業 2,661,798 2,173,971 1,997,875

墓　地　事　業 7,580 5,112 2,821

介　護　保　険 5,050,240 4,428,145 4,343,691

後期高齢者医療保険 845,421 805,756 715,899

歳 入 ■予算現額
■収入済額
■収入率

262億1,400万1千円
205億2,633万2千円
78.3％ ■支払率 77.4％歳 出 ■予算現額

■支払済額
262億1,400万1千円
202億9,918万3千円

市　税

その他

皆さんに納めて
いただいた税金

府支出金
府からの負担金
や補助金など

国からの負担金
や補助金など

国庫支出金

市　債
国や銀行などか
らの借入金

地方消費税交付金
人口等により配分さ
れる消費税の地方分

地方交付税
国税の一部から市の財政力
に応じて交付されるお金

繰入金や諸収入
地方譲与税など

103億8,900万円
99億4,367万円

51億529万5千円
41億5,342万4千円

36億8,784万円
15億1,534万円

17億4,253万5千円
11億759万9千円

12億1,900万円
13億125万9千円

10億円
9億7,252万7千円

30億7,033万1千円
15億3,251万3千円

民生費

その他

医療費の助成
福祉施策など

消防、産業・農業
振興など

99億8,723万8千円
88億3,040万3千円

道路・公園・河川
の整備事業など

土木費 54億562万4千円
21億5,877万8千円

公債費
市の借入金の元金
利子償還金など

33億8,265万円
33億3,751万6千円

総務費
市税の賦課・戸籍
選挙事務など

19億51万9千円
13億3,087万4千円

衛生費
健康づくり・ごみ処理
リサイクル推進など

17億6,945万円
15億8,009万2千円

教育費
学校施設の整備
図書館の管理運営など

21億6,759万5千円
19億3,487万6千円

16億92万5千円
11億2,664万4千円

予算現額

支出済額

平
成
29
年
度

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

　水道事業会計は企業会計方式により経理
を行っており、財政状態を表す「貸借対照
表」と経営成績を表す「損益計算書」で決
算を表します。水道事業は皆さんの水道料
金の収入をもって配水管や配水場施設の更
新・維持管理等を行い、安全で安心な給水
サービスに努めています。

　特別会計とは、一般会計とは切り離して
独立した経理が行われる会計のことをいい
ます。各特別会計には予算があり、一般会
計における単一会計主義の原則に対する例
外とされています。特別会計は、下水道や
国民健康保険などの事業における使用料や
保険料などの歳入をもってそれぞれの事業
を行います。

水道事業会計

一 般 会 計

特 別 会 計

　市の歳入の大半は、市民の皆さ
んから納めていただく市税によっ
て成り立っています。
　平成 29 年度の市税収入は、
99億4,367万円となっています。
市民１人あたりに換算すると
171,762 円となります。
　このお金は、保健や福祉、道路、
学校、公園など、市民の皆さんの
生活を豊かにするために役立てら
れています。
　なお、都市計画税は、街路、下
水道、公園等の都市計画事業に充
当されています。

市たばこ税

問
合
先
　
財
政
課 

☎（
275
）６
０
８
４

予算現額

収入済額

都市計画税

軽自動車税

固定資産税市民税
51億4112万5千円35億2472万5千円

8億9,899万7千円

3億872万2千円 7,010万1千円

35.5％

9.0％
3.1％ 0.7％

51.7％
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　財政状況の公表は、地方自治法第243
条の３第１項並びに「財政状況」の作成及
び公表に関する条例に基づき、市の財政
について十分なご理解をいただくととも
に、市の財政運営に対して、より一層の
ご協力をお願いするために毎年２回定期
的に公表しているものです。
　今月号では、平成29年４月１日から
平成30年３月31日までの市の財政状況
についてお知らせします。
※数字はすべて平成30年３月31日現在
　のものです。

▶市税収入の内訳

▶市税収入の構成 グ ラフ

貸借対照表

※消費税抜

減価償却累計額
△4,835,136

合　計 合　計

3,964,280

3,471,070

6,048,1086,048,108

固定資産

2,083,828
流動資産

資本

898,899
繰延収益
1,344,423
固定負債
333,716

流動負債
資　産 負債・資本

（千円）損益計算書 （千円）

合　計 合　計

1,176,8671,114,623

20,412
60

1,255,175 1,255,175
※消費税抜

営業費用

営業外費用

特別損失

120,080
当年度純利益

78,308
営業外収益

営業収益

費　用 収　益
会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 8,910,211 6,922,179 8,243,728

（千円）

公共下水道事業 2,661,798 2,173,971 1,997,875

墓　地　事　業 7,580 5,112 2,821

介　護　保　険 5,050,240 4,428,145 4,343,691

後期高齢者医療保険 845,421 805,756 715,899

歳 入 ■予算現額
■収入済額
■収入率

262億1,400万1千円
205億2,633万2千円
78.3％ ■支払率 77.4％歳 出 ■予算現額

■支払済額
262億1,400万1千円
202億9,918万3千円

市　税

その他

皆さんに納めて
いただいた税金

府支出金
府からの負担金
や補助金など

国からの負担金
や補助金など

国庫支出金

市　債
国や銀行などか
らの借入金

地方消費税交付金
人口等により配分さ
れる消費税の地方分

地方交付税
国税の一部から市の財政力
に応じて交付されるお金

繰入金や諸収入
地方譲与税など

103億8,900万円
99億4,367万円

51億529万5千円
41億5,342万4千円

36億8,784万円
15億1,534万円

17億4,253万5千円
11億759万9千円

12億1,900万円
13億125万9千円

10億円
9億7,252万7千円

30億7,033万1千円
15億3,251万3千円

民生費

その他

医療費の助成
福祉施策など

消防、産業・農業
振興など

99億8,723万8千円
88億3,040万3千円

道路・公園・河川
の整備事業など

土木費 54億562万4千円
21億5,877万8千円

公債費
市の借入金の元金
利子償還金など

33億8,265万円
33億3,751万6千円

総務費
市税の賦課・戸籍
選挙事務など

19億51万9千円
13億3,087万4千円

衛生費
健康づくり・ごみ処理
リサイクル推進など

17億6,945万円
15億8,009万2千円

教育費
学校施設の整備
図書館の管理運営など

21億6,759万5千円
19億3,487万6千円

16億92万5千円
11億2,664万4千円

予算現額

支出済額

平
成
29
年
度

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

　水道事業会計は企業会計方式により経理
を行っており、財政状態を表す「貸借対照
表」と経営成績を表す「損益計算書」で決
算を表します。水道事業は皆さんの水道料
金の収入をもって配水管や配水場施設の更
新・維持管理等を行い、安全で安心な給水
サービスに努めています。

　特別会計とは、一般会計とは切り離して
独立した経理が行われる会計のことをいい
ます。各特別会計には予算があり、一般会
計における単一会計主義の原則に対する例
外とされています。特別会計は、下水道や
国民健康保険などの事業における使用料や
保険料などの歳入をもってそれぞれの事業
を行います。

水道事業会計

一 般 会 計

特 別 会 計

　市の歳入の大半は、市民の皆さ
んから納めていただく市税によっ
て成り立っています。
　平成 29 年度の市税収入は、
99億4,367万円となっています。
市民１人あたりに換算すると
171,762 円となります。
　このお金は、保健や福祉、道路、
学校、公園など、市民の皆さんの
生活を豊かにするために役立てら
れています。
　なお、都市計画税は、街路、下
水道、公園等の都市計画事業に充
当されています。

市たばこ税

問
合
先
　
財
政
課 

☎（
275
）６
０
８
４

予算現額

収入済額

都市計画税

軽自動車税

固定資産税市民税
51億4112万5千円35億2472万5千円

8億9,899万7千円

3億872万2千円 7,010万1千円

35.5％

9.0％
3.1％ 0.7％

51.7％

5	 きらり -TAKAISHI-　2018.7



会
計

一
部
事
務
組
合

公共下水道事業特別会計
一般会計

水道事業会計
小　計

泉北環境整備施設組合

高石市泉大津市墓地組合
小　計
合　計

ごみ処理
公共下水道

その他

14,656,419
35,500,045

1,207,541
51,364,005

3,673,664

324,820
3,304,686

6,796
79,506

3,753,170
55,117,175

保有面積 保有高
南海中央線用地 3,460.39 2,387,994

（千円）（㎡）

市の借入金 公債の残高と土地開発公社に対する債務保証額の合計が、実質的な後年の債務となります。

　公債とは、主に道路や学校、公園などの建設事業等
に充当するために、市が国や金融機関等から借り入れ
た債務。将来の償還を見据えながら、計画的に借り入
れを行っています。

　市では、平成 25 年度に、第三セクター等改革推進
債を活用するなどして、土地開発公社の債務を大幅に
解消しました。現在、公社の保有する土地は、次のと
おり都市計画道路南海中央線用地約 24 億円です。こ
の取得費用は、市からの借入金約 13 億円を除き、金
融機関からの借入金 9 億 6,400 万円で賄っており、
市が債務保証を行っています。今後、公社が先行取得
している用地の計画的な買い戻しを進め、債務の全面
的な解消を図り、平成 32 年度までに解散させるべく
取り組んでいきます。

551　1,717　5　億 万

9　6,400億 万円

千円

58　8,164　4　億 万 千円

実質的な後年の債務

560　8,117　5億 万 千円

　一時的な現金不足が生じた場合に、その支払い資金の
不足を補うために金融機関等から借り入れるもので、そ
の年度内に償還されます。年度内に償還されるという点
で、公債と区別されています。

・国民健康保険特別会計…14億 8,000 万円

基金名 現在高

会 計 等 未償還元金

　財産区基金とは当該地区住民の総意に基づき地区の施設
整備等を図るなど、市民福祉の向上のために資する基金。

（千円）

（千円）

今在家（上池関係地区）地区整備基金 30,032
南（長取石池関係地区）地区整備基金 18,076

合　計 55,236

土生・新家・綾井・大園・富木・北・南
（旧取石池関係地区）地区整備基金 7,128

【目的基金等の内訳】

【財産区基金の内訳】

【債務保証額の内訳】

【公債残高の内訳】

606,605.54㎡

194,384.64㎡

2,523,113
2,262,846
12,830

39,078

52,540
97,875

3,066

財政調整基金

奨学基金

保健医療基金
泉北３区公共施設整備基金

福祉基金
緑化基金

19,741
575,121
245,548
49,886

文化・スポーツ・国際交流振興基金
土地開発基金
介護保険給付費準備基金
市営浜墓地基金

公共施設整備基金

（千円）

目的基金等のうち、一般会計が 26 億 9000 万円の借
り入れを行い、実質的な目的基金等は31億9,164万4
千円となります。

し尿処理 36,472

（上記の合計）

下水道（都市下水路） 890

市有財産

▶公債残高

▶目的基金等

▶建物

▶財産区基金

▶土地

▶一時借入金現在残高

▶土地開発公社に対する債務保証額

※
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▔国
民
年
金

国
民
年
金
基
金
を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
年
金
基
金
は
、
少
し
で
も
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
の
上

乗
せ
と
し
て
給
付
を
す
る
公
的
な
個
人
年

金
制
度
で
す
。

　
加
入
で
き
る
方
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
お
よ
び
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住

さ
れ
て
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い

る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。
掛
金
は
、
希
望

さ
れ
る
年
金
の
型
と
口
数
・
年
齢
・
性
別

で
決
ま
り
、
受
け
取
る
年
金
額
も
わ
か
る

た
め
、
老
後
の
生
活
設
計
に
役
立
ち
ま
す
。

　
掛
金
額
は
一
定
で
、
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に

も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
る
の
で
、

２
つ
の
税
法
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　
府
国
民
年
金
基
金
☎
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

▔後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の�

簡
易
申
告
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
賦
課

決
定
や
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

判
定
の
た
め
に
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
所
得
額
（
所
得
額
が
「
０
円
」
の

場
合
も
含
む
）
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）６
３
９
２
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

保 険 料

対 象 者

年金受給額

全額を免除

全額免除

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

納付を猶予

納付猶予
（50歳未満）

年金額には反映しません

申請者及び配偶者のそ
れぞれの前年所得が一
定額以下の方

対象期間 平成30年 7月分～平成31年 6月分の保険料

受給資格 年金を受けるための受給資格期間に算入されます

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の５
の金額

全額の保険料を納めた
場合と比べて２分の１
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

４分の３免除

保険料の４分の３の
金額を免除

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の６
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

半額免除

保険料の半額を免除

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の７
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

４分の１免除

保険料の４分の１の
金額を免除

　平成30年度（平成30年７月～31年６月）の免除・納付猶予を希望される方
は、市役所の国民年金窓口で手続きを行ってください。日本年金機構にお
いて前年の所得などを審査した後、結果を通知します。
　前年の所得を申告されていない場合は、審査不能で却下になることがあり
ます。なお、すでに納付された期間は、免除の対象とはなりません。

※４分の３・半額・４分の１免除は、それぞれ免除された保険料の残額を納めなければ免除期間とはなりません。

納付が困難な場合は、ご利用ください

保険料の免除・納付猶予制度

問合先　市民課☎（275）6241

①年金手帳 ②印鑑 ③平成29年１月１
日以降に失業した方は、雇用保険被保
険者離職票・雇用保険受給資格者証・
離職者支援資金の貸付決定通知書、上
記書類に準ずる公的機関の証明のうち
いずれか１つ

■手続きに必要なもの国民
年金

※平成30年１月２日以降に転入された方（本人・
配偶者・世帯主）は、１月１日現在の居住市町村の
所得証明書または非課税証明書が必要です。

お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　
８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
が
水
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬
ま

で
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。
有
効
期

限
は
平
成
31
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
の
有
効
期
限
は
、

７
月
末
日
で
す
。
そ
れ
以
後
は
使
用
で
き

な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新

し
い
被
保
険
者
証
（
水
色
）
は
、
お
手
元

に
届
い
た
と
き
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

※
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
被
保
険
者
証
は
、

破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
担
当
窓
口
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
更
新

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
は
、
医
療
機
関
に
入
院
や
通
院
し
た
際

に
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
医
療
費
、
食
事

代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
（
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
）
に
属

す
る
被
保
険
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
間
は
７
月
末
日
ま
で
で
す
。
引
き
続

き
８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る
減
額
認
定

証
は
、
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
健
幸
づ
く

り
課
健
康
保
険
係
か
ら
発
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
8
月
か
ら
負
担
割
合
が
3
割
の

方
に
限
度
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

方
で
、
対
象
と
な
り
交
付
を
希
望
す
る
場

合
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）

　
平
成
30
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
決
定
（
本
算
定
）
に
伴
い
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
及

び
納
入
通
知
書
（
一
体
型
）
を
７
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
入
方
法
は
、
「
年
金
か
ら

の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
」
と
、
納
付
書

や
口
座
振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
く
「
普

通
徴
収
」
の
２
通
り
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
に
被
保
険
者
と
な
っ

た
方
は
、
資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら
月
割

で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
特
別
徴
収

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
は
、

毎
年
度
４
月
か
ら
年
６
回
の
年
金
支
給
の

際
、
保
険
料
を
天
引
き
で
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
年
金
額
が
年
額
18
万

円
以
上
で
あ
っ
て
も
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
対
象

と
な
る
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
方
や
そ
の
他
の
事
情
の
あ
る
方
は
、
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

※
特
別
徴
収
は
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
通
帳
・

届
出
印
・
被
保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、

健
幸
づ
く
り
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
、

７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
９
期
割
り
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

▔国
民
健
康
保
険

70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
方
へ

■
８
月
１
日
か
ら
高
齢
受
給
者
証
が
新
し

　
く
な
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70
歳
〜
74

歳
の
方
に
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の

高
齢
受
給
者
証
は
７
月
末
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
は
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
受
給
者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
を

基
準
に
、
70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方
に
つ
い
て
、
同
一
世
帯
の

住
民
税
課
税
所
得
に
応
じ
て
、
負
担
割
合

を
２
割
ま
た
は
３
割
と
判
定
し
、
有
効
期

限
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
は

保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
の
両
方
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
の
方
に
つ
い
て
は
、
国
の
特
例
措
置
の

対
象
と
な
る
た
め
負
担
割
合
が
1
割
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
新
た
に
70
歳
に
な
る
方
へ

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
方
は
、
誕
生
月
の

翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か

ら
高
齢
受
給
者
証
の
適
用
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
高
齢
受
給
者
証
を
誕
生
月
下
旬

（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
前
月
下

旬
）
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
高
額
療
養
費
の
上
限
が
変
わ
り
ま
す

　
ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に

な
り
、
決
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場

合
に
、
上
限
額
を
超
え
て
支
払
わ
れ
た
分



9	 きらり -TAKAISHI-　2018.7

を
払
い
戻
す
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
8
月
か
ら
70
歳
以
上
の
方
の
上

限
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

▔介
護
保
険

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
（
本
算

定
）
を
送
付
し
ま
す

　
介
護
保
険
料
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
の
世
帯
構
成
と
平
成
29
年
中
の
所
得

金
額
に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。
保
険

料
と
支
払
い
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
徴
収

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
（
老

齢
福
祉
年
金
は
除
く
）
を
月
額
１
万
５
千

円
以
上
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
は
、

保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
に
年
間
保
険
料
が
決
定
し
、
仮
徴

収
期
間
（
４
・
６
・
８
月
）
の
保
険
料
を

差
し
引
い
た
額
が
10
月
以
降
の
保
険
料
と

な
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
納
付
書
や
口
座

振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
７
月
に
年
間
保
険
料
が
決
定
し
、
仮
徴

収
期
間
（
４
・
５
・
６
月
）
の
保
険
料
を

差
し
引
い
た
額
を
本
徴
収
期
間
（
７
月

〜
翌
年
３
月
）
で
徴
収
し
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
２
９

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

額
が
見
直
し
さ
れ
ま
す

　
8
月
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
の
負
担

割
合
の
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
２
９

▔各
種

高
石
霊
園
墓
地
の�

区
画
調
査
等
を
行
い
ま
す

　
高
石
霊
園
内
の
墓
地
の
適
切
な
維
持
管

理
・
運
営
の
た
め
、
墓
地
区
画
や
使
用
者

等
の
調
査
・
確
認
を
行
い
、
墓
地
台
帳
を

整
備
し
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
に
よ
る
調
査
票
の
配

布
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
に
際
し
て
墓
地
区
画
の
巻

石
等
に
番
号
札
の
設
置
な
ど
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
高
石
市
泉
大
津
市
墓
地
組
合

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
７
３

有
料
普
通
ご
み
処
理
券
・
粗
大
ご
み

処
理
券
取
扱
所
の
指
定
解
除

　
次
の
事
業
所
に
つ
い
て
ご
み
処
理
券
取

扱
所
の
指
定
を
解
除
し
ま
し
た
。

■
リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ワ
ダ
［
羽
衣
１
‐
21

‐
14
］

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

課税所得：690万円以上 252,600円+（医療費－842,000円）×1%
167,400円+（医療費－558,000円）×1%

所得区分 世帯ごとの外来＋入院
個人ごとの外来

（4回目以降 140,100円）

（4回目以降　93,000円）

（4回目以降　44,400円）

（4回目以降　44,400円）

80,100円+（医療費－267,000円）×1%
18,000円
年間上限 144,000 57,600円

課税所得：380万円以上
課税所得：145万円以上

課税所得：145万円未満

※「住民税非課税世帯」の所得区分と上限額には変更ありません。
※過去 12か月以内で 3回以上上限に達した場合は、4回目から（  ）内の上限額となります。

現
役
並
み

一
般

単身世帯：280万円以上 340万円未満
2 人以上世帯：346万円以上 463万円未満

単身世帯：280万円未満、2人以上世帯：346万円未満

負担割合

単身世帯：340万円以上、2人以上世帯：463万円以上 ３割

※3割負担の対象外

・第2号被保険者（40歳以上 65歳未満の方）・市民税非課税の方・生活保護受給者

２割

１割

かつ

同一世帯の65歳以上の方の年金収入+その他の合計所得金額

基 準

本人の合計所得金額

220万円以上

160万円以上

160万円未満

220万円未満
※

お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス



	 2018.7　きらり -TAKAISHI-	 10

「
打
ち
水
大
作
戦
」
参
加
者
募
集
！��

打
ち
水
で
暑
い
夏
を
涼
み
ま
せ
ん
か

　
打
ち
水
は
地
面
に
ま
い
た
水
が
蒸
発
す

る
こ
と
で
、
地
表
面
の
熱
を
奪
い
周
囲
の

気
温
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
お
風
呂
の

残
り
湯
や
雨
水
な
ど
を
利
用
し
て
打
ち
水

を
行
う
こ
と
で
涼
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
打
ち
水
大
作
戦
」
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
方
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
7
月
23
日
〜
8
月
23
日

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
及

び
市
内
団
体

申
込
・
問
合
先　
7
月
21
日
ま
で
に
生
活

環
境
課
に
設
置
し
て
い
る
申
込
票
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
持

参
ま
た
は
郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ・
Ｅ
メ
ー
ル
で
生

活
環
境
課
へ［
☎（
275
）６
２
６
６
、
Ｆ
Ａ

Ｘ：（
267
）３
０
７
８
、Ｅ
メ
ー
ル：seikan@

city.takaishi.lg.jp

］

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
に

　
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
ご
み
が
散
乱
す

る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ご

み
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
対
策
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

対
策　
生
ご
み
を
減
ら
す
・
生
ご
み
が
外

か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
・
防
鳥
ネ
ッ

ト
や
ご
み
箱
を
使
う

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
・
注
意
報

が
発
令
さ
れ
た
ら
…

　
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
や
水
泳
な
ど
は

避
け
、
屋
内
へ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
の
ど
が
痛
く
な
っ

た
り
し
た
時
に
は
、
水
道
水
で
目
を
洗
っ

た
り
う
が
い
を
し
た
り
し
て
、
し
ば
ら
く

安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

場
合
に
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
市

役
所
な
ど
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
府
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
発
令
情
報
に
関
す
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
詳
細
な
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［
HP:http://taiki.kankyo.pref.osaka.

jp/taikikanshi/

］

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
…

　
自
動
車
や
工
場
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど
が
、
太

陽
の
紫
外
線
に
反
応
し
て
生
成
さ
れ
ま
す
。

　
人
体
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
目
や
の
ど

　各自治会では会員の自主的
な協力のもと、生活環境の向
上と会員相互の親睦を深め、
明るく住みよい「まちづくり」
を推進しています。
　また、まちの美化や自主防
災活動の推進、防犯活動、防
犯灯の維持管理、レクリエー
ション事業、広報紙などの配
付、回覧や会報などによる情
報提供等、様々な活動を行っ
ています。

校区
阪口千代治

北田長義

江口弘伸

藤本睦朗

明石　進

村中亮介

第　一　区
二　　　区
高石綾園住宅
高　　　南
綾園７丁目
高石サンタウン

第　三　区
第　四　区
第　五　区
第　六　区
第　七　区
八　　　区

永山健二
川﨑紀夫
船留眞一
森　博英
関　正男
初田周治

土　　　生
新　　　家
富　　　木
富 木 府 住
富　之　里
富木南住宅
新 家 住 宅
取 石 住 宅
取 石 中 央
取石第一住宅
取 石 ３ 区
南　取　石
JR富木社宅
大　　　歳

嶋田憲一
北川年郎
寺島　誠
譜久山誠
小谷哲夫
鈴木喜芳
中村洋一
東向郁子
金崎誠寛
黒木重利
曽根佐世子
上月春三
阪口敬洋
秋吉　豊

綾　　　井
大　　　園
平 坂 荘 園
朝 日 荘 園
大　　　一
昭　和　園
高石スカイハイツ
西取石７丁目
コーポ綾園ふれあい

上田一雄
東野隆史
山路駒子
水本文宏
漆本寿子
二宮年春
佐治哲夫
藤田政明
北口　誠

第　11　区
第　12　区
第　13　区

西川健治
吉田和光
出口凱嗣

綾 井 住 宅
三 井 化 学
綾井南海住宅
西取石３丁目
自 由 ヶ 丘
伽羅橋荘苑
高石Ｄ地区

村上颯月
桑村浩樹
岩橋哲也
山野一夫
柴田正明
澤田　滋
仁科隆行

旭　ヶ　丘
第　九　区
第　十　区
第13区東羽衣
羽衣荘園地区
東羽衣荘苑

竹内愼一
西中　隆
原野昭夫
鈴木　保
石田一成
植松　隆

平成 30 年度の

問合先　秘書課
　　　　☎（275）6082

（敬称略・順不同）

地区自治会長が
決まりました。

高陽 校区加茂 校区羽衣

校区清高

校区取石

校区高石 校区東羽衣

《連合自治会の役職》
会　  長　藤田政明
副 会 長　森　博英
副 会 長　西中　隆
副 会 長　小谷哲夫

会　  計　明石　進
会　  計　鈴木　保
会計監査　柴田正明
会計監査　譜久山誠

理　 事　東野隆史
理　 事　村上颯月
理　 事　嶋田憲一

理　 事　藤本睦朗
理　 事　関　正男
理　 事　初田周治
理　 事　吉田和光



11	 きらり -TAKAISHI-　2018.7

へ
の
刺
激
を
中
心
と
す
る
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
５
４

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

※
平
成
30
年
５
月
採
水
分

※�

表
の
値
は
、
本
市
の
代
表
的
な
水
質
値

※�

基
準
値
は
、
水
道
法
に
定
め
る
値

※�㎎
／
ｌ
と
は
、
水
道
水
１
Ｌ
中
に
溶
け

て
い
る
物
質
の
重
さ

　
な
お
、
水
質
検
査
計
画
と
検
査
結
果
の

詳
細
は
、
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
及
び
上
下

水
道
課
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
先　
上
下
水
道
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
２
６

住
宅
・
土
地
統
計
調
査�

調
査
員
を
募
集

　
5
年
に
1
度
、
全
国
一
斉
に
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
住
宅
と
そ

こ
に
居
住
す
る
世
帯
の
居
住
状
況
、
世
帯

の
保
有
す
る
土
地
等
の
実
態
を
把
握
し
、

そ
の
現
状
と
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
調
査

で
す
。
こ
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
活
動

に
従
事
で
き
る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
8
月
末
～
10
月
末

対
象　
市
内
ま
た
は
近
隣
市
に
居
住
し
、

20
歳
以
上
で
責
任
を
も
っ
て
調
査
活
動
が

で
き
る
健
康
な
方

募
集　
30
人
程
度

報
酬　
国
の
調
査
員
報
酬
基
準
を
適
用

（
例
：
2
調
査
単
位
区
担
当
で
約
４
万
５

０
０
０
円　
ほ
か
）

申
込
・
問
合
先　
7
月
18
日
ま
で
に
総
務

課
☎（
275
）６
１
９
６
へ
（
電
話
申
込
可
）

項　目
一 般 細 菌
大 腸 菌 群 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
鉄及びその化合物
マンガン及びその化合物
塩化物イオン
有機物（全有機炭素の量）
pH値
平均遊離残留塩素
味
臭　気
色　度
濁　度

1ml 中 100以下
検出されないこと
10mg/l 以下
0.3mg/l 以下
0.05mg/l 以下
200mg/l 以下
3mg/l 以下
5.8～8.6
0.1mg/l 以上
異常でないこと
異常でないこと
5度以下
2度以下

基 準 値
0
検出せず
0.69mg/l
0.01mg/l 未満
0.005mg/l 未満
16.7mg/l
0.8mg/l
7.55
0.4mg/l
異常なし
異常なし
0.5 度未満
0.1 度未満

検査結果値

　友好都市「和歌山県有田川町」にある“高
石市ふるさと村”は、平成 6 年に開村し、以
来 25 年の長きにわたり多くの方にご利用い
ただきましたが、惜しまれながらも今年9月を
もちまして閉村となります。
　残り少ない期間となりましたが、皆さんの
お越しをお待ちしています。夏の思い出作り
に、ふるさと村をぜひご利用ください。
　開村期間について詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。
　なお、閉村後も「有田川町」とは、引き続
き友好関係のもとさまざまな場面において連
携・協力を行います。

問合先　社会教育課 ☎（275）6437

残
り
少
な
い
期
間
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

残
り
少
な
い
期
間
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
村
、
閉
村
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
村
、
閉
村
し
ま
す
。

市ホームページ「ふるさと村」はこちらから
http://www.city.takaishi.lg.jp/kakuka/kyouiku/syakaik
youiku__ka/lifelongstudy/yagai/1467112942094.html

お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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生
産
性
を
高
め
る
中
小
企
業
の
設
備

投
資
を
応
援
し
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、「
先
端
設
備
等
導
入
促
進
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
中
小
企
業
等
は
設
備
投
資
等
に
対
し
て
、

本
市
の
認
定
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

制
度
の
活
用
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
経
済
課
☎（
275
）

６
１
４
９
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
認
定
は
、
市
の
「
高
石
市
先
端
設
備
等

　
導
入
促
進
基
本
計
画
」
に
中
小
企
業
等

　
が
策
定
す
る
「
労
働
生
産
性
を
一
定
程

　
度
向
上
さ
せ
る
た
め
に
先
端
設
備
等
を

　
導
入
す
る
計
画
」
が
合
致
す
る
場
合
に

　
限
り
ま
す
。

身
近
な
み
ど
り
を
育
て
ま
し
ょ
う

　
各
地
域
や
職
場
の
皆
さ
ん
が
協
同
で
緑

化
す
る
際
に
、
樹
木
の
無
料
配
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

樹
種　
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
セ

イ
ヨ
ウ
カ
ナ
メ　
ほ
か

※
1
か
所
あ
た
り
10
本
以
上
の
申
請
が
必

　
要

※
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
ご
希
望
に
添

　
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　
8
月
31
日
ま
で
に
土
木

公
園
課
☎
（
275
）
６
４
１
７

資
格
取
得
で
講
座
受
講
料
や
受
験
料

の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
就
職
に
役
立
つ
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方

に
対
し
て
、
受
け
た
講
座
や
試
験
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

※
補
助
を
受
け
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
講
座
受
講
・
資
格
取
得
の
前
に
事
前
相

　
談
が
必
要
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
未
就
労
ま
た
は
非
正

規
雇
用
で
他
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方

補
助
額　
最
大
5
万
円

申
請
・
問
合
先　
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
４
９

今月が納期限の税金

〈固定資産税〉�
〈都市計画税〉�
第2期分

7月31日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストア等で納めてください。

日時　いずれも午後6時～8時30分

場所　高石商工会議所（3階）　募集　15人（先着順）

講師　永井俊二さん（中小企業診断士、1級販売士）

内容　18 日：大阪府の施策紹介、高石商工会議所等

　　　　　　　創業支援紹介、jSTATMAP（統計）　

　　　　　　　を活用した商圏調査 ほか

　　　27 日：資金調達・キャッシュフロー、創業計

　　　　　　　画書の作成手法、成功事例紹介

申込・問合先　7月10日までに申込書に必要事項　

　　　　　　　を記入し経済課☎（275）6164また　

　　　　　　　は高石商工会議所☎（264）1888へ

７ 18 ・27月 日日
金

Fri.
水

Wed.

高石市の創業支援事業計画に基づく特定創業支援事業

夢にチャレンジ！

創業セミナー 必見
です！

宝くじサマージャンボ
サマージャンボミニ7000万円同時発売！

宝くじの収益金は、市町村の住みよいまちづくりに使われます。

たこ焼きクーちゃん

問合先　（公財）大阪府市町村振興協会☎06(6941)7441

億円7 1等・前後賞合わせて

発売期間

7月9日 8月3日～
抽選日

8月14日

平成 28 年、本市では宝くじの収益金を活用し、鴨広場
に新たに 3 つの遊具と 6 つのベンチを設置し、子どもた
ちの笑顔あふれる空間へと装いを新たにしました。
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みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

次
世
代
に
戦
争
の
記
憶
と
平
和
の

大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
高
石
市
戦
争
の
語
り
部
事
業
」
と

し
て
、
語
り
部
に
よ
る
講
話
会
を
市

内
の
各
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
号

で
は
、
昨
年
度
か
ら
新
た
に
語
り
部

と
し
て
講
話
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
堀
内
勝
美
さ
ん
の
お
話
を
紹
介

し
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

尊
さ
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

▼
警
戒
警
報
時
の
対
応
と
空
襲
体
験

　

戦
争
は
兵
隊
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
人
々
や
小
さ
な
子
ど
も
に
ま

で
、
大
変
な
悲
し
み
や
苦
し
み
、
時

に
は
死
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

私
は
昭
和
13
年
11
月
生
ま
れ
で
、

当
時
は
堺
市
役
所
の
す
ぐ
西
側
に
住

ん
で
お
り
、
昭
和
20
年
の
終
戦
時
は
、

国
民
学
校
（
現
在
の
小
学
校
）
１
年

生
で
し
た
。
昭
和
20
年
前
半
ご
ろ
に

は
、
何
度
と
な
く
堺
市
役
所
屋
上
か

ら
、
敵
機
が
向
か
っ
て
来
て
い
る
と

い
う
警
戒
警
報
発
令
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
、
こ
れ
を
聞
け
ば
、
安
全
と
思

わ
れ
る
場
所
へ
逃
げ
る
準
備
と
そ
の

行
動
に
移
り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
ル
を

巻
き
、
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
る
。
乾
パ

ン
、
砂
糖
な
ど
を
入
れ
た
肩
掛
け
式

の
袋
を
肩
に
し
、
私
ら
家
族
の
逃
げ

る
先
は
当
時
人
家
が
殆
ど
な
か
っ
た

仁
徳
天
皇
陵
の
周
辺
で
す
。

　

７
月
８
日
の
深
夜
、
親
に
起
こ
さ

れ
服
だ
け
を
着
て
外
へ
飛
び
出
す
と

周
り
は
火
の
海
で
し
た
。
本
能
的
に

い
つ
も
の
警
報
時
に
通
っ
た
疎
開
道

路
へ
向
か
う
と
、
大
勢
の
人
の
波
が

仁
徳
天
皇
陵
の
方
へ
小
走
り
に
進
ん

で
い
ま
し
た
。
私
は
不
安
に
な
り
何

人
か
に
「
お
じ
さ
ん
、
連
れ
て
っ
て

～
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
が
、
皆
自

分
が
逃
げ
る
の
に
必
死
で
私
の
声
が

聞
こ
え
な
い
み
た
い
で
し
た
。
燃
え

て
い
る
家
の
柱
が
、
道
路
の
方
へ
も

崩
れ
て
く
る
中
、
と
に
か
く
助
け
を

求
め
な
が
ら
人
の
流
れ
に
つ
い
て
い

く
と
、
何
人
目
か
の
お
じ
さ
ん
が
、

「
よ
し
、
ぼ
く
一
緒
に
行
こ
う
」
と

手
を
つ
か
み
一
緒
に
走
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
夜
明
け
に
な
り
焼
け
野
原
に

な
っ
て
い
る
の
に
家
の
あ
っ
た
所
ま

で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
そ
の
後

「
お
に
ぎ
り
を
く
れ
る
と
こ
ろ
へ
行

こ
う
」
と
も
と
の
道
を
戻
り
ま
し
た
。

長
い
行
列
で
、
お
に
ぎ
り
の
配
給
を

待
っ
て
い
る
と
、
お
じ
さ
ん
が
母
を

連
れ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
深
夜
に

一
人
飛
び
出
し
両
親
と
生
後
5
日
目

の
妹
と
別
れ
別
れ
に
な
っ
て
い
た
の

が
再
会
で
き
、
母
が
泣
き
な
が
ら
私

に
抱
き
つ
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
場
で
同
級
生
や
年

上
の
遊
び
仲
間
な
ど
何
人
か
が
死
ん

だ
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
元
気
に
暇

が
あ
れ
ば
兵
隊
ご
っ
こ
を
し
た
友
達

だ
っ
た
の
に
、
あ
っ
け
な
い
悲
し
い

別
れ
が
起
こ
っ
た
の
は
、
戦
争
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
ご
ろ
焼
け
野
原
を
母

と
一
緒
に
歩
い
て
い
た
時
、
近
く
で

飛
行
機
の
音
が
し
、
そ
の
方
を
見
る

と
、
グ
ラ
マ
ン
と
い
う
飛
行
機
が
低

空
飛
行
で
近
づ
き
私
ら
を
目
が
け
て

撃
っ
て
き
ま
し
た
（
機
銃
掃
射
）
。

母
と
私
が
道
路
沿
い
に
残
っ
て
い
た

石
塀
に
ペ
タ
ッ
と
張
り
付
い
た
直
後
、

す
ぐ
そ
ば
の
道
路
上
で
弾
が
路
面
に

当
た
り
土
煙
の
よ
う
な
も
の
が
帯
状

に
で
き
、
グ
ラ
マ
ン
は
飛
び
去
っ
て

行
き
ま
し
た
。

「
平
和
」
の
反
対
で
あ
る
「
戦
争
」

は
人
類
最
大
の
悲
惨
な
行
動
で
す
。

今
日
の
日
本
の
平
和
が
当
た
り
前
と

思
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り

が
常
に
平
和
を
維
持
す
る
に
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
の
思
い
を
グ
ロ
ー
バ
ル

な
感
覚
で
追
及
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

平和の尊さを語り継ぐ

自転車安全運転講習会

対象　市内在住の小学生と保護者と 65歳以上の方
募集　各 50人（先着順）　　参加費　無料
申込　7月 18日までに土木公園課へ電話申込
問合先　土木公園課 ☎（275）6478

7月 21日（土）午後1時 30分～2時 30分
午後 1時 30分～2時 30分7月 23日（月）

時　間日　程 場　所

カモンたかいし

※講習会受講後に自転車用ヘルメットを購入されると購入費用の半額（上限
　2000円）を補助します。申請書は講習会で配付します。

　地元で仕事を探している方を対象に合同就職面接会
を開催します。求人を検討されている事業所の参加を
お待ちしています。
日時　10月24日（水）13：00～16：30
場所　テクスピア大阪　（大ホール）
募集　20社　　参加料　無料
申込・問合先　8月10日までに経済課☎（275）6149へ

泉北就職情報フェア“合同就職面接会”

地元での人材確保に！自社魅力発信に！

お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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い
つ
も
元
気
に
!

�

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎（
２
６
７
）１
１
６
０

●肝炎ウイルス検査（電話予約制）
7月11日（水）
受付：午後1時30分〜2時30分
●HIV・クラミジア・梅毒検査と相談（電話相談可）
7月11日（水）・25日（水）
受付：午前9時30分〜11時

●風しん抗体検査（電話予約制）
7月12日（木）・26日（木）
受付：午前9時30分〜10時30分
●こころの健康相談（電話予約制）
こころの病気、依存症関連、ひきこもり等につ
いての相談

プライバシーは厳守します。

休日診療
☎（265）5171 

市立診療センター内
診療時間　�日曜・祝日の�

午前9時30分〜午後0時30分、
午後1時30分〜4時30分

受付時間　�午前9時〜午後4時�
※午前診療の受付は正午まで

診療科目　内科・小児科

和泉保健所より
☎0725（41）1342　JR和泉府中駅北東徒歩約7分

健診・相談
名称 日程 時間 内容

4か月児健診 ①７/11②８/８ 受付 12：45〜13：15 ①の対象はH30年3月生まれ。②の対象はH30年4月生まれ。
1歳7か月児健診 ７/24 受付 12：45〜13：15 対象はH28年12月生まれ。歯ブラシをお持ちください。
2歳児歯科健診 ８/１ 受付 13：00〜13：30 対象はH28年８月生まれ。虫歯予防にフッ素塗布。歯ブラシをお持ちください。
3歳6か月児健診 ７/20 受付 12：45〜13：15 対象はH27年1月生まれ。朝一番の尿を採ってお持ちください。
離乳食講習会 ８/７ 開催 13：10〜15：00 対象は4〜6か月児の保護者。要電話予約。受付は13時から。
あれこれ相談 随時 － 妊娠〜子育てに関する相談（電話相談可）

健幸づくり教室�
（説明会）

７/18 開催 16：00〜17：30 【月２回コース】場所：中央公民館、申込：スマートウェルネス推進室 ☎（267）1161
随時 － 【週１回コース】場所・申込：スポラたかいし ☎（267）1223・カモンたかいし☎（263）2622

プレパパママのための
マタニティクラス
（パパ・ママ学級）

－
開催 10：00〜12：00

妊娠期の食生活
予約不要。

場所：市役所別館3階－ 妊娠期の歯の健康
７/17 出産・子育てに向けて

市民健康相談 随時 － 生活習慣病、食生活などに関する相談、禁煙サポート、その他健康に関する相談。
ささえあいの集い 7/10・17・24、8/7 開催 14：00〜15：30 介護者の健康づくりと交流。
ふれあい元気クラブ 月2回 お問い合わせください 寝たきりを防ぐ介護予防体操などを、綾園・羽衣・千代田・加茂・取石で開催。

ふ
れ
愛
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　
年
長
児
：
７
月
26
日
、
年
中
児
：

7
月
27
日
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
年
長
児
・
年
中
児
と

保
護
者（
保
護
者
１
人
に
対
し
幼
児
１
人
）

募
集　
い
ず
れ
も
15
組
（
先
着
順
）

献
立　
ぼ
く
の
わ
た
し
の
オ
ム
ラ
イ
ス
、

か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ
、
コ
ー
ン
レ
タ
ス
ス
ー

プ
、
サ
イ
ダ
ー
ゼ
リ
ー

参
加
費　
１
組
７
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ

オ
ル
、
ふ
き
ん
２
枚
、
子
ど
も
用
の
箸

申
込
・
問
合
先　
7
月
9
日
〜
20
日
に
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
電
話
申
込

日
時　
８
月
1
日
・
2
日
、
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集　
15
組
（
先
着
順
）

献
立　
夕
焼
け
ご
は
ん
、
焼
き
春
巻
き
、

人
参
と
リ
ン
ゴ
の
サ
ラ
ダ
、
三
色
白
玉
だ

ん
ご

参
加
費　
１
人
３
５
０
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ

オ
ル
、
ふ
き
ん
２
枚
、
子
ど
も
用
の
箸

申
込
・
問
合
先　
7
月
17
日
〜
27
日
に
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
電
話
申
込

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

苦
手
な
野
菜
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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相談名 相談内容 相談日時 場所・電話

法律相談 弁護士による法律相談。相談日の午前9時30分から 
☎（263）2141へ予約（先着8人）

毎週木曜日（祝日を除く） 
13時から受付順に1人30分 市役所 市民相談室

行政相談 行政機関への要望・苦情 毎月第1・3木曜  
13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談
人権擁護委員による相談 毎月 第1・3金曜  

13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談員による相談（人権推進課へ電話予約） 毎週 月・水・木  
10時〜17時

人権推進課 
☎（275）6279

女性相談 専門の女性相談員による心配ごとや悩みごとの相談 
（事前に人権推進課へ電話予約）

毎月 第3火曜 10時〜13時 
毎月 第4金曜 13時〜16時

人権推進課 
☎（275）6279

心配ごと相談 日常生活の心配ごと、悩みごと 毎週 金 9時〜正午 市役所 市民相談室

心配ごと電話相談 日常生活の心配ごと、悩みごと 毎週 木曜（祝日を除く） 
9時〜正午

市役所市民相談室 
☎（265）1001

福祉の総合相談 いきいき地域支援員（コミュニティソーシャルワーカー）によ
る福祉に関する相談（面談による相談は事前に電話予約）

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜17時30分

社会福祉協議会 内 
☎（261）3656

就労相談 就労にお困りの障がいのある方、母子家庭の母親、若
年、中高年齢の方などの相談（事前に電話予約）

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜17時30分

就労支援センター（経済課内） 
☎（275）6164

消費生活相談 訪問販売や衣食住に関する商品の相談や苦情
クレジット・サラ金に関する相談

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜16時45分

消費生活センター（市役所2階） 
☎（267）5501

ふれあい相談 少年に関するあらゆることを面接相談（事前に電話予
約）

毎週 月・火・水・木  
9時〜16時30分

教育研究センター 
☎（262）9465

教育相談 幼児・児童・生徒の発達、教育相談（事前に学校教育課
または教育研究センターへ要予約） お問い合わせください 教育研究センター 

☎（262）7005

進路選択支援相談 進学など進路選択についての相談 毎週 月・火・木・金  
9時〜16時

教育研究センター 
☎（262）7005

ホットライン高石 少年に関するあらゆる問題を電話相談 毎週 月・火・木・金  
9時〜16時30分 ☎（262）9400

公民館の学習相談 市民の生涯学習に関する相談 毎日（月・休館日を除く） 
9時〜16時

中央・羽衣・千代田・取石公
民館

乳幼児の発達相談 乳幼児の発達相談、育児相談（子育て支援課へ電話予
約）

毎週 月〜金  
10時〜16時

子育て支援課 
☎（275）6359

乳幼児の健全育成相談

毎週 月〜金 10時〜16時 綾園保育所子育て支援センター 
☎（263）2477

子育て支援センターによる育児の不安、しつけ、保健な
どを電話で相談

毎週 月〜金 9時30分〜
正午 13時〜15時30分

南海愛児園子育て支援センター 
☎（265）3210

毎週 月〜金 10時〜16時 東羽衣こども園子育て支援センター 
☎（262）0920

ひとり親家庭相談 ひとり親家庭の生活における悩みの相談 毎週 月〜木 10時〜16時 こども家庭課 
☎（275）6476

家庭児童相談 18歳未満の子育ての悩み
家族関係、虐待、養育上困難な生活の悩み 毎週 月〜金 10時〜16時 こども家庭課 

☎（275）6476

障がい者の生活相談 市指定相談支援事業者による障がい者の生活に関す
るあらゆる相談

毎週 火〜土  
9時30分〜17時30分

障がい者ふれあいプラザ内 
☎（263）2244

障がい児の医療相談 障がい児を対象に医療の相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

リハビリ相談 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

税の相談 所得税、法人税、相続税、贈与税など
当日の午前9時30分から電話で予約（先着6人） 7月19日（木）13時〜16時 高石商工会議所相談室 

☎（264）1888

救急医療相談 病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ方がいいの？
など、救急医療に関することで迷ったらまずここへ

医師、看護師、相談員が
年中無休・24時間対応

救急安心センターおおさか☎
#7119または06（6582）7119

相 談 窓 口お気軽にご利用ください いずれも無料です▶� ▶
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お問い合わせは、電話等で各施設まで。
高石市役所 ☎（265）1001
アプラホール ☎（267）0018
総合保健センター ☎（267）1160
図書館本館 ☎（263）3100
図書館分館 ☎（273）3160
カモン たかいし ☎（263）2622
中央公民館 ☎（265）6422
千代田公民館 ☎（264）0886

羽衣公民館 ☎（265）3227
東羽衣公民館 ☎（262）8545
清高公民館 ☎（263）5885
取石公民館 ☎（260）0550
デージードーム ☎（263）3317
とろしプラザ ☎（260）0550
スポラ たかいし ☎（267）1223
障がい者ふれあいプラザ ☎（261）3831

ス
ポ
ー
ツ�

親
と
子
の
軽
体
操
教
室

　

親
子
体
操
で
「
親
子
の
ふ
れ
あ

い
」
を
図
り
、
運
動
が
楽
し
く
感

じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時　
8
月
6
日
〜
10
日
、
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
受

付
：
9
時
45
分
）

場
所　
加
茂
小
学
校
体
育
館

対
象　
3
歳
以
上
で
就
学
前
の
幼

児
と
保
護
者

募
集　
50
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

持
ち
物　
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
水

筒
な
ど

申
込
・
問
合
先　
7
月
9
日
か
ら

社
会
教
育
課
☎（
275
）６
４
３
７
へ

電
話
申
込�

庭
球
選
手
権

日
程
・
種
目

▼
9
月
9
日　
キ
ッ
ズ
R
E
D
単

▼
9
月
23
日　
男
子
単
、
女
子
単

　
男
子
壮
年
、
女
子
壮
年

▼
9
月
30
日　
男
子
A
級
、
男
子

　
B
級
、
女
子
A
級

▼
10
月
14
日　
男
子
C
級
、
男
子

Jr
級
、
女
子
C
級
、
女
子
Jr
級

▼
10
月
21
日　
女
子
B
級

※
「
単
」
は
シ
ン
グ
ル
ス
、
そ
の

　
他
は
ダ
ブ
ル
ス

場
所　
高
師
浜
テ
ニ
ス
場
ほ
か

対
象　

選
手
登
録
し
て
い
る
方

（
キ
ッ
ズ
は
登
録
不
要
）

※
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
登
録

　
料
１
０
０
０
円
が
必
要
。

参
加
費　
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル

ス（
1
ペ
ア
）：
い
ず
れ
も
３
０
０

０
円

※
小・中・高
校
生：
２
０
０
０
円

　
キ
ッ
ズ：
１
０
０
０
円

申
込　
7
月
12
日
〜
8
月
7
日
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
庭
球
連
盟
事
務
局
の
ラ
イ
オ
ン

ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は
テ
ニ
ス
ト
ピ
ア

へ
持
参
。
申
込
用
紙
は
、
市
庭
球

連
盟
事
務
局
に
設
置
。（
市
庭
球
連

盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）［
ラ
イ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ

☎（
261
）１
５
２
５
、
テ
ニ
ス
ト
ピ

ア
☎（
264
）３
７
４
１
、http://

takaishi-tennis.com
/

］

問
合
先　
庭
球
連
盟
の
粟
田
さ
ん

☎
０
９
０（
３
４
８
５
）９
６
５
９

市
立
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

日
時　
7
月
14
日
〜
16
日
・
21
日

〜
8
月
27
日
、
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

場
所　
中
央
プ
ー
ル

料
金　
大
人
１
０
０
円
、
子
ど
も

50
円

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

問
合
先　
社
会
教
育
課
☎（
275
）６

４
３
７

こ
ど
も
走
り
方
教
室

日
時　
7
月
28
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
11
時
10
分

場
所　
カ
モ
ン
た
か
い
し

対
象　
小
学
１
〜
４
年
生

募
集　
25
人

参
加
費　
８
０
０
円

　
詳
し
く
は
カ
モ
ン
た
か
い
し
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
所
属

「
シ
ュ
ラ
イ
カ
ー
大
阪
」
現
役
選

手
の
指
導
を
直
接
受
講
で
き
ま
す
。

日
時　
8
月
19
日
・
9
月
23
日
、

い
ず
れ
も
日
曜
日
の
①
午
後
6
時

10
分
〜
7
時
10
分
、
②
午
後
7
時

30
分
〜
9
時

対
象　
①
年
中
園
児
〜
小
学
２
年

生
、
②
小
学
３
年
〜
６
年
生

募
集　
い
ず
れ
も
25
人（
先
着
順
）

参
加
費　
各
日
２
０
０
０
円

　
詳
し
く
は
カ
モ
ン
た
か
い
し
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
　
権�

非
核
平
和
展�

�

〜
忘
れ
な
い
で
平
和
の
尊
さ
〜

　
本
市
は
、
昭
和
59
年
に
「
非
核

平
和
都
市
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
、

次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
非
核
平
和
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
7
月
26
日
〜
8
月
9
日
の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
所　
市
役
所
（
本
館
1
階
）

■
平
和
は
が
き
展

市
立
小
学
校
6
年
生
の
児
童
と
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

《
平
和
は
が
き
》
の
展
示

■
非
核
・
反
戦
の
D
V
D
等
上
映

午
前
10
時
と
午
後
2
時
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
1
時
間
程
度
上
映

■
パ
ネ
ル
展

広
島
・
長
崎
原
爆
被
災
写
真
等
の

展
示

問
合
先　
人
権
推
進
課
☎（
275
）６

２
７
９

お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス



	 2018.7　きらり -TAKAISHI-	 18

平
和
を
願
い
黙
と
う

　
原
爆
に
よ
る
死
没
者
の
冥
福
と

世
界
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
「
8

月
6
日
午
前
8
時
15
分
」
と
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
「
8
月

9
日
午
前
11
時
2
分
」
か
ら
1
分

間
の
黙
と
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
人
権
推
進
課
☎（
275
）６

２
７
９

公
民
館�

Hello! 

英
語
で
交
流�

�

ロ
ミ
タ
の
お
友
達
！

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
ロ
ミ
タ
市
の

交
換
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
日
本
文

化
を
紹
介
し
、
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
で
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　
８
月
８
日
（
水
）
午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生

募
集　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
７
月
18
日
か
ら

中
央
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

自
然
工
作�

�

木
登
り
セ
ミ
を
作
ろ
う

日
時　
８
月
４
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
羽
衣
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
家

族
同
伴
可
）

募
集　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
高
石
ジ
ュ
ニ
ア
自
然
大
学

の
皆
さ
ん

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
７
月
14
日
か
ら

羽
衣
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

ウ
ク
レ
レ
体
験
講
座

日
時　

8
月
10
日
・
17
日
・
20

日
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

※
24
日
に
は
、
午
後
2
時
か
ら
羽

　
衣
公
民
館
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

　
の
参
加
者
と
の
合
同
発
表
会

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
以
上
で
全
日
程
参
加
で

き
る
方

募
集　
８
人
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
先
着
５
人
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
ウ
ク
レ
レ

申
込
・
問
合
先　
7
月
20
日
か
ら

中
央
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

技
術
士
に
よ
る
理
科
実
験
講
座�

�

生
物
の
標
本
づ
く
り
と
か
ん
さ
つ

日
時　
８
月
18
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

場
所　
羽
衣
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

募
集　
15
人
（
先
着
順
）

講
師　
伊
藤
潤
二
さ
ん
（
生
物
工

学
部
門
技
術
士
）

材
料
費　
３
０
０
円
（
不
参
加
の

場
合
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
）

持
ち
物　
12
色
の
色
え
ん
ぴ
つ
、

消
し
ゴ
ム

申
込
・
問
合
先　
７
月
21
日
か
ら

羽
衣
公
民
館

〝
ア
ロ
ハ
〟ラ
イ
ブ
！

　
高
石
在
住
の
大
川
塁
く
ん
に
よ

る
ウ
ク
レ
レ
ラ
イ
ブ
！
ウ
ク
レ

レ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
の
発
表
会

を
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
24
日
（
金
）
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

場
所　
羽
衣
公
民
館

募
集　
80
人
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
先
着
５
人
）

参
加
費　
無
料

曲
目　
上
を
向
い
て
歩
こ
う
、
涙

そ
う
そ
う　
ほ
か

申
込
・
問
合
先　
７
月
20
日
か
ら

羽
衣
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

各
　
種�

こ
ど
も
夏
休
み�

�

囲
碁
講
習
＆
囲
碁
ま
つ
り

■
囲
碁
講
習

▼
羽
衣
囲
碁
ク
ラ
ブ
［
羽
衣
３
‐

２
‐
４
］

日
時　

7
月
30
日
、
8
月
2
日・

9
日・
16
日・
20
日・
23
日
、
い
ず

れ
も
午
前
8
時
30
分
〜
10
時

▼
中
央
公
民
館

日
時　
8
月
5
日・
19
日
、
い
ず

れ
も
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

■
囲
碁
祭
り

日
時　
8
月
26
日
（
日
）
午
前
9

時
〜
午
後
２
時

場
所　
東
羽
衣
公
民
館

対
象　
い
ず
れ
も
年
中
園
児
〜
中

学
生

参
加
費　
い
ず
れ
も
無
料

申
込
・
問
合
先　
7
月
26
日
ま
で

に
市
民
囲
碁
大
会
実
行
委
員
会
の

吉
田
さ
ん
☎（
264
）６
４
５
８
ま
た

は
小
原
さ
ん
☎（
263
）１
２
４
７
へ

電
話
申
込

姉
妹
都
市
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
ロ
ミ
タ
市
よ

り
学
生
や
マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
来
日

さ
れ
た
際
、行
事
な
ど
に
同
行
し
、

通
訳
を
担
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

※
行
事
参
加
に
係
る
費
用
は
協
会

　
が
負
担
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　
へ
の
加
入
あ
り
。

対
象　
英
会
話
の
経
験
が
あ
り
、

ロ
ミ
タ
市
の
方
を
も
て
な
す
中
で

よ
り
能
力
の
向
上
を
め
ざ
す
方

申
込　
随
時
受
付
中

■
ち
び
っ
こ
英
会
話
受
講
生
募
集

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
講

師
と
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら
楽

し
く
英
語
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
8
月
2
日
〜
8
月
30
日
、

毎
週
木
曜
日
の
午
後
４
時
〜
４
時

50
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
姉
妹
都
市
協
会
会
員
の
小

学
１
〜
３
年
生
（
会
員
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。）

募
集　
10
人
程
度
（
先
着
順
）

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
年
会
費

含
む
）

申
込　
7
月
27
日
ま
で

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
、
問
い
合

　
わ
せ
は
姉
妹
都
市
協
会
事
務
局

（
秘
書
課
内
）
☎（
275
）６
０
７
８
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夏
休
み
宿
題
＆
自
由
研
究
や

っ
ち
ゃ
お
う
！

　
施
設
を
開
放
し
て
、
皆
さ
ん
の

夏
休
み
の
宿
題
や
自
由
研
究
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
！

日
時　
7
月
29
日
（
日
）
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

対
象　
幼
児
〜
中
学
生

内
容　

書
道
教
室
（
予
約
制
無

料
）、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
教
室

（
予
約
制
５
０
０
円
）　
ほ
か

※
場
所
、
申
し
込
み
、
問
い
合
わ

　
せ
は
泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合

　
☎
０
７
２
５（
41
）２
０
３
０

パ
パ
の
た
め
の
沐
浴
ク
ラ
ス

日
時　
8
月
5
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
こ
れ
か
ら
パ
パ
に
な
る
・

す
で
に
パ
パ
に
な
っ
た
方
で
沐
浴

体
験
を
希
望
さ
れ
る
方

募
集　
15
組
（
先
着
順
）

内
容　
沐
浴
・
妊
婦
体
験
、
交
流

会
、
助
産
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ほ
か

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

用
具
・
お
茶

申
込
・
問
合
先　
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
☎（
267
）１
１
６
０
へ
電
話

申
込

体
験
型「
私
の
水
辺
」in
槇
尾
川

日
時　
7
月
21
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

場
所　
槇
尾
川
（
和
泉
市
立
青
少

年
の
家
前
）

※
槇
尾
中
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒

　
歩
40
分

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

募
集　
50
人
（
先
着
順
）

内
容　
水
生
生
物
の
調
査
・
観
察

費
用　
小
・
中
学
生
４
０
０
円
、

高
校
生
以
上
５
０
０
円

申
込
・
問
合
先　
7
月
9
日
午
前

9
時
か
ら
和
泉
市
立
青
少
年
の
家

☎
０
７
２
５（
９
２
）０
４
２
２
へ

電
話
申
込
（
水
曜
日
を
除
く
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で

夏
休
み
の
宿
題
を
！

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
夏

休
み
の
宿
題
に
取
り
組
も
う
。

日
時　

8
月
3
日
・
10
日
・
17

日
・
24
日
・
31
日
、
い
ず
れ
も
金

曜
日
の
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

　
ピ
ッ
キ
（Picchi

）［
東
羽
衣
１

‐
７
‐
67
］

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎

（
261
）３
６
５
６

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
試
験
で

す
。
合
格
す
れ
ば
高
等
学
校
の
入

学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日　
10
月
25
日
（
木
）

場
所　
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
［
大

阪
市
中
央
区
北
浜
東
3
‐
14
］

科
目　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
英
語

出
願
期
間　
8
月
20
日
〜
9
月
7

日問
合
先　
学
校
教
育
課
☎（
275
）６

４
３
４

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の
食
中

毒
に
ご
用
心
！

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
際
、
食

中
毒
に
な
ら
な
い
よ
う
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
肉
は
よ
く
焼
い
て
食
べ
る
。

・
ト
ン
グ
や
箸
は
焼
く
用
と
食
べ

　
る
用
を
使
い
分
け
る
。

・
生
肉
と
野
菜
は
一
緒
の
皿
に
盛

　
り
付
け
な
い
。

・
お
肉
は
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等

　
で
冷
蔵
保
存
す
る
。

・
生
肉
を
扱
っ
た
手
や
器
具
は
よ

　
く
洗
う
。

問
合
先　
和
泉
保
健
所
衛
生
課
☎

０
７
２
５（
４
１
）１
３
４
２

設　問

高 石 学
92

vol.92

??Q
☜ 正解は20ページ

　高石市の特産品として、農家の副業で明治

時代後期から昭和30年頃まで盛んだった

産業は次のうちのどれでしょう？

③ わら細工　　　 　④ 貝細工

① あめ細工　　 　　② ガラス細工

なんでも

高石学入門

〜広告掲載のお問い合わせは、高石商工会議所　☎（264）1888まで〜

お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
法
律
相
談

日
時　
7
月
20
日
（
金
）
午
後
６

時
〜
８
時

募
集　
３
人
（
先
着
順
）

申
込　
当
日
の
午
前
９
時
30
分
か

ら
電
話
申
込

■
金
融
相
談

日
時　
7
月
20
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
1
時

申
込　
17
日
ま
で
に
電
話
申
込

■
雇
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー

日
時　
8
月
29
日
（
水
）
午
後
2

時
〜
4
時
30
分

募
集　
25
社
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

内
容　
若
手
社
員
の
離
職
防
止
・

育
成
改
善
に
向
け
た
定
着
支
援

講
師　
松
田
剛
典
さ
ん
（
一
般
社

団
法
人
キ
ャ
リ
ア
ラ
ボ
代
表
理
事
）

申
込
・
問
合
先　
8
月
22
日
ま
で

に
電
話
申
込

※
い
ず
れ
も
場
所
、
申
し
込
み
、

　
問
い
合
わ
せ
は
高
石
商
工
会
議

　
所
☎（
264
）１
８
８
８

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
気
温
が
上
が
り
、
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
く
な
る
時
季
で
す
。
熱

中
症
予
防
の
た
め
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認
し
、
28

　
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ

　
ン
等
を
活
用
す
る
。

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
う
。

・
外
出
の
際
は
、
体
を
し
め
つ
け

　
な
い
涼
し
い
服
装
で
、
日
よ
け

　
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
う
。

・
普
段
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良

　
い
食
事
を
心
が
け
る
。

問
合
先　
堺
市
消
防
局
救
急
課
☎

（
238
）６
０
４
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〜広告掲載のお問い合わせは、高石商工会議所　☎（264）1888まで〜

高石市は関西国際空港を応援しています� 関空ニュース

マレーシアのLCCであるエアアジアXが、8月16日（木）から

関西=ホノルル線を週4便から週7便に増便します。多くの

受賞歴がある「プレミアム・フラットベッド」というゆったりと

くつろげる座席を全便でご利用いただけるようになり、よ

り快適な空の旅をお楽しみいただけます。この夏のご旅行

は、便利で楽しい関西国際空港をぜひご利用ください。

KIXからの国際定期便が
　　　　　　　　　  ますます充実！解　説

なんでも高石学入門

正解　④貝細工

　千代田一帯では、明治時代後期より、漆
器や装飾品の材料として貝殻の加工品が盛
んにつくられ、日本各地に供給されるとと
もに、外国にも輸出されていました。
　高石南村の村田正五郎が農業の副業とし
て貝殻加工（鮑貝殻）に着目し、明治 29
年に職人佐伯兼松を大阪から招いてつくっ
た小さな工場がそのはじまりです。その
後、高石町の農家約 600 戸のうち、150
戸ほどが従事していましたが、輸入品やプ
ラスチックの進出などにおされ、だんだん
と減っていくこととなりました。

〈問合先〉関西国際空港案内☎072（455）2５００�
詳しくは、ホームページをご覧ください。https://www.kansai-airport.or.jp

日時　7 月 25 日（水）午前 10 時～午後
　　　４時 30分（正午～午後１時を除く）
場所　高石駅前広場
対象　男性 17 歳・女性 18 歳以上で体重
　　　50ｋｇ以上の方
※65～69歳の方は、60～64歳の間に献
　血された方に限ります。
問合先　地域包括ケア推進課
　　　　☎（267）1160

400ｍｌ献血のご案内
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16：00～20：30
8 5月 日
16：00～20：30

～ 内 容 ～
わくわくバザール・まちづくりPR・フリーマーケット・
だんじり鳴りモンライブ・地元自治会ゲームゾーンほか
※フリーマーケットの申込は、７月6日から受付

高 石 楽 市 楽 座高 石 楽 市 楽 座高 石 楽 市 楽 座

まつり羽衣七夕まつり羽衣七夕まつり羽衣七夕
8 5月 日日

問合先　高石商工会議所 ☎（264）1888問合先　高石商工会議所 ☎（264）1888

in羽衣駅周辺

7/21（土）│小ホール（全席自由）

Saturday Jazz vol.143「ラテン特集」
└  19：00（開場／18：30）
出  中野ひろし＆スゥイングガイズオーケストラ
￥  一般1000円、Aメイト900円

7/22（日）│大ホール（全席指定）

「ワンワンとあそぼう！」ショー
一般の申込は締め切りました。Ａメイト優待分のみ申込可能で
す。詳しくは、アプラホールにお問い合わせください。
└  ①11：30、②13：30（開場／いずれも30分前）
出  ワンワン、太田めぐみ（うたのおねえさん）
￥  無料

7/27（金）│小ホール（全席指定・当日のみ自由席）

ミニシアター「港町」
想田監督の独特の手法で瀬戸内の港町「牛窓」を舞台にまだ
残っていたコミュニティーをほのぼのと描いた作品。
└  ①10：00、②14：00（開場／いずれも30分前）
￥  一般1000円、Aメイト500円

7/28（日）│ 大ホール（全席自由）
高石市医師会共催映画鑑賞会
「ツレがうつになりまして」
└  ①10：00、②14：00、③18：00（開場／いずれも30分前）
出  宮﨑あおい、堺雅人、梅沢富美男、大杉漣、余貴美子　ほか
￥  一般1000円、小学生500円、Aメイト招待

8/3（金）│小ホール（全席自由）
NPO法人子育て支援グーチョキパー共催
歌とおはなしの会「じゃんけんぽんのサマーステージ」
└  13：30（開場／13：00）
￥  無料　 募 100人（先着順）

A P P L A 　 た か い し

アプラホール☎（267）0018 （第2・第4火曜日休館）
〒592-0014　綾園1-9-1（アプラたかいし3階）
●詳しくはお問い合わせください。

EVENT 
GUIDE

●● 真夏の落語会「落語と映画（歓喜の歌）」112分　　

8/8（水）
場　所／小ホール（全席自由）
時　間／①10：00、②14：00（開場／いずれも30分前）
出　演／桂福丸・月亭遊真（落語）、小林薫・伊藤淳史・浅田美代子（映
　　　　画）　ほか
料　金／一般800円、Aメイト500円

●● 開館15周年記念「南依里チャリティーピアノリサイタル」ご招待�

9/24（祝）
場　所／大ホール（全席自由）
時　間／14：00（開場／13：30）
出　演／南依里（ピアノ）
料　金／無料
申　込／7月31日（消印有効）までに往復はがきに次のとおり記入し、た
　　　   かいし市民文化会館アプラホール「南依里ピアノチャリティーリ
　　　   サイタル」ご招待係へ郵送
　　　 【往信用裏面】郵便番号、住所、氏名、電話番号、希望枚数
　　　　　　　　　   ※はがき1枚につきチケットは最大2枚まで
　　　 【返信用表面】郵便番号、住所、氏名
　　　 【返信用裏面】記入不要
　　　   応募多数の場合は抽選。当選は8月10日以降に通知します。
詳しくはアプラホールにお問い合わせください。

※チケット発売初日のアプラホールでの受付は9時30分（電話予約は12時）からです。売り切れの際はご了承ください。

子育てウェルカムステーションHUGOOD  TAKAISHI
☎（267）3115 （第 2・第 4火曜日休館）

HUGOOD monthly event
日 時

毎水曜日

11：15～11：35

11：15～11：357/19 お誕生日会

11：00～12：00

イベント

7/27 運動・音楽あそび

13：15～7/30 絵本 DE イクバナ

かんてんネンドあそび

※「かんてんネンドあそび」「運動・音楽あそび」は親子で1時間500円の入場料が必要です。

●● Sound wave vol.9「音波」�  
　　サマーガラコンサート in TAKAISHI　　　　　　　�

8/19（日）
場　所／大ホール（全席自由）
時　間／17：00（開場／16：30）
出　演／堀口莉絵、西村圭一、取石中学校合唱部　ほか
料　金／一般2000円、Aメイト1800円、学生以下1000円

●● ０から始める将棋講習会�  
　　〜2日で将棋が指せるように〜　　　　　　　　　

駒を並べるところから、めざせ藤井聡太プロ！

7/25（水）・26（木）
場　所／ギャラリー　　時　間／13：10〜14：40
対　象／小学生以下のはじめて将棋を指す方（2日間参加可能な方）
料　金／3000円
講　師／阪口悟五段(公益社団法人日本将棋連盟)
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図書館
T O P I C S

今月の新着本

一般書 505冊
児童書 261冊

今月の特別展示

○視覚障がい者の方には、前もってご連絡をいただければ対面朗読サービスを行います。

 
涼しさを求めて山へ海へ川へ
ご案内します！
水と遊ぶ！
水中を観察する！
海中を見る！
夏山の雪もあるよ！

開館時間
9：30 ～ 20：00

（第2・第4火曜日休館）
本館  ☎（263）3100
分館  ☎（273）3160

おはなし会とあそび

蝶　チョウ　鳥 すずしさ（涼）を求めて

幼児から小学生向け

おはなし会
日毎週土曜日　14：30～16：00
絵本の読み聞かせ・紙芝居・絵本の紹介など
※毎月第１土曜日は折り紙

さくらんぼの会
日毎月第1金曜日　16：00～17：00
絵本の読み聞かせ・紙芝居など

赤ちゃんから小学校入学前の幼児向け

グーチョキパーひろば
【あそびの日】
日毎月第1火曜日　10：00～11：30
簡単工作やママへの遊び方レクチャー・絵本の読み聞かせ
【つどいの日】
日毎月第2木曜日　10：00～11：30
子どもの手作りおもちゃ遊び・ママの友達作り・子ども
が選んだ絵本の読み聞かせ
おひさまおはなし会
日毎月第3木曜日　10：30～11：30
絵本の読み聞かせ・紙芝居・手遊び・絵本の紹介など
ほっとスペース
日毎月第3金曜日　10：00～12：00
絵本の読み聞かせ・良質な絵本や育児情報の提供など

★場所／いずれも本館視聴覚室

 
よくみると、びっくり

じっくりみると、よりびっくり

観察するって、おもしろい

図書館を使った
調べる学習コンクール
　身近な疑問・不思議に思うこ
と・興味があることなどテーマ
は自由！図書館では「調べる学習コンクール」を開催
し、小学生の皆さんが作った作品を募集します。
表彰式　10月28日（予定）
対象　市内在住・在学の小学生
申込　9月1日〜30日に図書館窓口へ作品を提出
【応募作品の扱いについて】
・ほかのコンクールとの二重応募はできません。
・上位作品は、公益財団法人図書館振興財団が主催する全国
　コンクールの三次審査に推薦されます。
・全国コンクールで入賞した作品の著作権は、公益財団法人
　図書館振興財団に帰属します。

■関連イベント「調べる学習講座」
　皆さんの調べる学習をお手伝いするため、図書館
では次のイベントを実施します。
7月29日（日）　にじいろのネジ
8月5日（日）　  ゲームクリエイターになろう
8月6日（月）　 ジャーナリストになろう
詳しくは図書館までお問い合わせください。

■高石市民応援デー7.25.wed
19:00 キックオフ

inヤンマースタジアム長居
VS鹿島アントラーズ

対象　市内在住・在学・在勤の方
料金　大人：1500円、小中学生 500円
※いずれもホームサポーター自由席
申込　7 月 20 日（金）23：59 までに
セレッソ大阪オフィシャルチケットサイ
ト「応援デー専用」ページより申し込み
問合先　セレッソ大阪事務局
　　　　☎06（6110）5657
　　　　社会教育課☎（275）6437

【注意点】
・J リーグチケットの会員登
録（無料）が必要。
・アンケートで「高石市に在
住・在学・在勤」を選択。
・紙チケットを発券する場合、
手数料（１枚につき 108 円）
が必要。
・1人 5枚までの購入が可能。
・前売り券の販売のみ

J1 優勝をめざすセレッソ大阪を応援しよう！
【専用ページ】
QRコードは
こちら▶
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“ 働く ” 工場夜景、現る！
工場夜景ラッピングごみ収集車
【6月5日・高石市役所】

( 有 ) 取石清掃様の全面協力により、車体に工場夜景のラッピング
が施された「工場夜景ごみ収集車」が誕生しました。市内で活躍中
の約 30 台の収集車のうち、ラッピングされているのは１台。皆さ
んも街中を走るラッピング収集車を探してみましょう！

障がい者、健常者の垣根を越えて
ふれあいスポーツ大会
【6月2日・カモンたかいし】

大会では、パン食い競争や玉入れ、ボッチャの体験会などさまざ
まな競技が行われました。白熱する各競技を通じて、参加者の間に
は新しいコミュニケーションが生まれる場面も見られ、会場は皆さ
んの笑顔に包まれていました。

TAKAISHI　フォトニュース  　 

HUGっと！プリキュア

フェイスペイントシール たかい、たかい、グランプリ

元ＯＳＫ日本歌劇団の皆さんによる共演

第 8回堺泉北港スモールドラゴンボート大会

大阪の夏！１番早い打ち上げ花火！
高石シーサイドフェスティバル 2018 ＆第 8回堺泉北港スモールドラゴンボート大会
【6月17日・浜寺公園・府立漕艇センター】

午前８時から第 8 回堺泉北港スモールドラゴンボート大会が開会され、浜寺水路には太鼓の音と漕ぎ手のかけ声が響き白熱したレースが繰り広げられ
ました。そして午後 4 時からは高石シーサイドフェスティバル2018 がスタート！フェスティバルのトップバッターを飾ったのは、子どもに大人気のキャラ
クターショー「HUG っと！プリキュア」で、会場は瞬く間に子ども連れでいっぱいに。その他、子どもが楽しめるゲーム「たかい、たかい、グランプリ」
や元ＯＳＫ日本歌劇団トップスター桜花昇ぼるさんらによる共演など、花火打上の午後 8 時を迎えるまで会場を盛り上げてくれました。クライマックス
は皆さんお待ちかねの打ち上げ花火。軽快な音楽とともに連発の花火が打ち上がり、集まった人たちを約 25 分間にわたり魅了しました。
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スマートフォンまたはカメラ付き携帯電話用ＱＲコード▶
アプラたかいしのホームページへはこちらから
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友好都市“有田川町”との
コラボイベントを実施！！
“涼”を感じるオリジナルの
作品を作ってみよう！！

ここに注目！！

大好評の「こころ・頭・からだ」をバランスよく育むことを
テーマに、世界中から選びぬかれた遊び道具と、
ボーネルンドが独自に開発した運動遊具が大集合します！！

ここに注目！！

「アプラたかいしサマーフェス」の内容は、
アプラたかいしでＧｅｔできるこちらの冊子
またはホームページをご覧ください。

アプラたかいしでは、夏休みの思い出づくりや多世代とのコミュニケーションを図ることを応援し
ています。今年の「サマーフェス」は、より幅広い世代の方にお楽しみいただける企画として、さまざ
まなイベントを実施します。ぜひ、アプラたかいしへ遊びにお越しください。




